
「奨学金返済支援」に関するアンケート
（企業向け）

調査結果のまとめ

2018年９月

「北海道で働こう応援会議」事務局



調査概要

調査実施期間

６月２９日（金）～８月３１日（金）

回収数

７つの経済団体から375件の調査票を回収した。

No 回収数

1 0

2 0

3 20

4 76

5 0

6 32

7 0

8 82

9 105

10 43

11 17

375

有効回答数

回収した375件のうち、重複回答があった企業や調査項目に

回答がなかった８件を除いた367件。

注意事項

構成比については小数点以下第2位を四捨五入しているため、

合計が100％にならない場合がある。

北海道中小企業団体中央会

「北海道で働こう応援会議」事務局が、奨学金返済支援等をテーマにした

アンケートを道内11の経済団体を通じて、各団体加盟社を対象に実施した。

各団体の調査票回収数は下記の通り。

経済団体名

北海道経済連合会

北海道経済同友会

北海道商工会議所連合会

札幌商工会議所

北海道商工会連合会

北海道中小企業同友会

北海道建設業協会

北海道機械工業会

北海道IT推進協会

北海道信用金庫協会

合計
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回答企業のプロフィール

■本社所在地別

■業種別（大分類）

■資本金別

■従業員規模別

43.3 

4.1 

6.3 

9.0 

4.9 

11.7 

15.8 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

札幌市

札幌市を除く石狩

後志・空知

胆振・日高

道南（渡島・桧山）

道北（上川・留萌・宗谷）

道東（ｵﾎｰﾂｸ・帯広・釧路・根室）

道外

（N=367）

29.2 

31.6 

7.1 

1.4 

13.4 

8.7 

4.9 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%

製造業

建設業

卸小売業

運輸倉庫業

情報通信業（ＩＴ関連を含む）

情報通信業以外のサービス業

金融・保険業

上記以外・その他

（N=367）

32.7 

19.1 
22.1 19.9 

6.3 

0%

10%

20%

30%

40%

1～29人 30～49人 50～99人 100～500人 500人以上

（N=367）

3.8 

34.1 

19.6 20.4 
15.0 

4.6 2.5 
0%

10%

20%

30%

40%

１
０
０
０
万
円

未
満

１
０
０
０
～

３
０
０
０
万
円

３
０
０
０
～

５
０
０
０
万
円

５
０
０
０
万
円

～
１
億
円

１
～
１
０
億
円

１
０
億
円
以
上

無
回
答

（N=367）

2



■2016年度～2018年度（過去３年間）正社員採用実績と採用数

■2019年度 正社員採用予定と採用予定数

■2020年度 正社員採用予定と採用予定数

■人出不足の現状と不足数

あり

90.7%

なし

9.0%

無回答

0.3%

（N=367）

16.5

25.2

16.5

19.8

18.3

2.7

0.9

0% 10% 20% 30%

１～２人

３～５人

６～９人

10～19人

20～100人

100人以上

無回答

採用実績あり

（N=173）

あり

71.9%

なし

7.9%

未定

19.6%

無回答

0.5%

（N=367）

17.8

24.2

17.8

3.8

9.5

6.8

18.6

1.5

0% 10% 20% 30%

１人

２人

３人

４人

５人

５～９人

10人以上

無回答

採用予定あり

（N=264）

あり

47.1%

なし

7.9%

未定

43.6%

無回答

1.4%

（N=367）

16.2 

24.9 

16.8 

4.0 

13.3 

5.2 

15.6 

4.0 

0% 10% 20% 30%

１人

２人

３人

４人

５人

５～９人

10人以上

無回答

採用予定あり

（N=173）

不足し

ている

67.3%

現状で

良い

25.6%

余剰が

ある

0.5%

その他

6.0%

無回答

0.5%

（N=367）

5.7 

18.6 

19.8 

4.5 

13.8 

3.6 

13.4 

20.6 

0% 10% 20% 30%

１人

２人

３人

４人

５人

６～９人

10人以上

無回答

不足している

（N=247）
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調査結果の概要 

Q2 ①あなたの会社には奨学金を返済している社員がいますか。（単数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【以下の②～⑦は、奨学金を返済している社員が「いる」と回答した企業のみの限定質問】 

②奨学金を返済している人数をお答え下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③月々のおおよその返済額はどれくれいですか（数値をカッコ内に記入 記載割合は 49％） 

 下限は１万円が 13件、1.5万円程度が 11件、２万円程度が 13件、３万円以上が５件。 

    上限は４万円が１件、５万円が４件で、最高値は 10万円。 

 

④奨学金のおおよその総額はどれくらいですか（数値をカッコ内に記入 記載割合は 43％） 

 下限は 50万円が２件、100万円が２件、150万円が３件、200万円程度が７件、250万 

 円程度が６件、300万円が４件、350万円が２件、400万円程度が３件、500万円程度が 

 ３件。 

上限では 700万円台が２件、800万円が１件、最高値は 1000万円。 

 

⑤おおよその返済期間はどれくらいですか（数値をカッコ内に記入 記載割合は44％） 

10年未満が４件、10年程度が 15件、15年が５件、20年以上が 12件。 

  

いる

22.1%

いない

43.9%

わから

ない

33.0%

無回答

1.1%

全体

（N=367）
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⑥奨学金を返済している社員にとって、返済は経済的な負担になっているとお考えですか

（単数回答） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦奨学金などを借りた若者にとって、返済が生活に影響を及ぼし将来にも大きな不安を抱い

ていることが社会的な問題になっています。そういった認識はありますか（単数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かなり負担に

なっていると

思う

43.2%

多少負担に

なっていると

思う

45.7%

負担になって

いないと思う

1.2%

どちらとも言

えない

4.9%

分からない

3.7%

無回答

1.2%

奨学金を返済している

社員がいる企業（N=81）

ある

58.0%

多少ある

28.4%

あまりない

7.4%

ない

1.2%

分からない

2.5%

無回答

2.5%

奨学金を返済している

社員がいる企業（N=81）
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【Q3①は、奨学金を返済している社員が「いる」と回答した企業のみの限定質問】 

Q3.①あなたの会社では社員の奨学金返済を支援する制度を実施していますか（単数回答） 

※「実施している」と回答した企業は 11社だった。 

 

 

【以下の②～⑤は奨学金返済支援制度がある「いる」と回答した企業 11社のみの限定質問】 

 

②実施している制度の具体的内容をご記入下さい（自由回答） 

 

 

③あなたの会社の「奨学金返済支援制度」は社員の採用に有効な制度だと思いますか 

（単数回答） 

とても有効： 3社、まあまあ有効： 5 社、 

あまり有効ではない、有効ではない：各 0 社、 

わからない： 2 社、 その他： 1社 

 

④あなたの会社の「奨学金返済支援制度」は社員の定着に有効な制度だと思いますか 

  （単数回答） 

とても有効： 4社、まあまあ有効：4 社、 

あまり有効ではない： 1 社、有効ではない： 0 社 

わからない： 2 社、 その他： 0社 

 

⑤あなたの会社で「奨学金返済支援制度」を実施していることに対し、支給対象者以外の社 

 員から不公平感などの不満がありますか（単数回答） 

ある  ； 0 社、少しある： 2 社、 

ほとんどない： 4 社、ない： 4 社、 

分からない  ： 1社 

実施している

13.6%

実施していない

77.8%

実施していない

が、検討はして

いる

8.6%

奨学金を返済している

社員がいる企業（N=81）
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Q4.①「北海道で働こう応援会議」では、若手社員の奨学金返済を支援する事業を検討中で

す。あなたの会社はこうした「奨学金返済支援事業」が実施された場合、活用したい

と思いますか（単数回答） 

 
 

 

② ①で「活用したい」「活用を検討したい」と回答した会社へお聞きします。どのような 

理由ですか（複数回答 いくつでも） 

 

 
  

活用したい

9.3%

活用を検討した

い

30.2%

あまり活用した

くない

4.9%
活用しない

5.4%

どちらとも言え

ない

48.0%

無回答

2.2%

全体（N=367）

80.7

64.8

58.6

29.7

28.3

3.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自社に就職したいという学生への動機付けになるから

社員の定着につながるから

社員の経済的な負担軽減につながるから

自社のイメージアップにつながるから

他社との採用戦略の差別化につながるから

その他

無回答

活用したい、検討したい

（N=145）
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③ あなたの会社が「奨学金返済支援事業」を活用する場合、「勤務先も支援」で、社員１人

に対し一カ月にどれくらいの金額をどのくらいの期間、支給可能ですか 

（数値をカッコ内に記入） 

 

  Ａ：一カ月の支給金額（数値記入のあった 105社分 範囲記入の場合は下限金額で集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ：支給期間（数値記入のあった 97社分  範囲記入の場合は下限期間で集計） 

 

【参考】支給総額推計（Ａ×12ケ月分×Ｂ、範囲記入の場合は下限値で集計） 

 
 

19
14

38

10
7 6

2

0件

10件

20件

30件

40件

50件

３
０
万
円
未
満

３
０
～
５
０
万
円

５
０
～
１
０
０
万
円

１
０
０
～
１
５
０
万
円

１
５
０
～
２
０
０
万
円

２
０
０
～
３
０
０
万
円

３
０
０
万
円
以
上

1
5

25

1

47

13
7 5

1
0件

10件

20件

30件

40件

50件

１千円 ３千円 ５千円 ８千円 １万円 ２万円 ３万円 ５万円 10万円

3

12

21

1

37

1

17

3 2
0件

10件

20件

30件

40件

50件

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 10年 15年 20年
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④ ①で「あまり活用したくない」「活用しない」と回答した会社へお聞きします。どのような

理由ですか（複数回答 いくつでも） 

 

 

⑤ ①で「どちらとも言えない」と回答した会社へお聞きします。どのような理由ですか 

（複数回答 いくつでも） 

 

 

⑥ 「北海道で働こう応援会議」では、「奨学金返済支援事業」を展開する財源とするため、 

広く道内外に寄付を呼びかけることを検討しています。あなたの会社では、こうした寄 

付にご協力いただくことは可能でしょうか。（単数回答） 

 

 

47.4

36.8

31.6

28.9

18.4

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

他の社員との公平性を欠くことになるから

社員の定着にはつながらないから

会社の費用負担が難しいから

自社に就職したいという学生への動機付けにならないから

その他

無回答
あまり活用したくない、活用しない

（N=38）

43.2 

42.0 

31.8 

26.1 

17.6 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

他の社員との公平性を欠く恐れがあるから

社員の定着につながるか不明だから

自社に就職したいという学生への動機付けになるか不明だから

会社の費用負担金額によるから

その他

無回答

どちらとも言えない

（N=176）

協力したい

1.9%

検討したい

31.6%

難しいと思う

26.7%

分からない

32.4%

その他

3.0%

無回答

4.4%

全体（N=367）
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Q5.①あなたは「北海道で働こう応援会議」を知っていますか。（複数回答） 

 

 

※見聞きしたことがあるとした認知層（グラフの青色部分）は、全体の 42.7％。 

 

 

② 「北海道で働こう応援会議」で取り組んでほしい活動や、より多くの学生が道内の企業に

就職するための提言やご意見をご自由のお書き下さい（自由回答） 

 → 別冊の「その他の意見・自由回答」を参照 

 

24.5 

15.0 

6.5 

5.2 

1.6 

0.5 

54.8 

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

名前や活動を聞いたことがある

森崎博之さんが登場するテレビCM見たことがある

森崎博之さんが登場するポスターを見たことがある

ホームページを見たことがある

森崎博之さんが登場するラジオCMを聞いたことがある

その他

知らない

無回答

全体

（N=367）
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